
1参考様式第5ー2号 1

地域計画
策定年月日 令和7年3月31日

更新年月日
( )

目標年度 令和15年度

市町村名
(市町村コード)

南島原市
(42214)

地域名
(地域内農業集落名)

大苑
(丸尾、境目、池田、塩屋、新切、太郎崎、古城、石田、上石田、柳原 )

、o

1 地域における農業の将来の在り方

(1) 地域計画の区域の状況

区域内の農用地等面積(農業上の利用が行われる農用地等の区域)

① 農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積

② 田の面積

③ 畑の面積(果樹、茶等を含む)

④ 区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計

⑤ 区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計

(参考)区域内における80才以上の農業者の農地面積の合計

1うち後継者不在の農業者の農地面積の合計

38.l ha

① 農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 38.l ha

② 田の面積 10.9 ha

③ 畑の面積(果樹、茶等を含む) 27.2 ha

④ 区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 0.2 ha

⑤ 区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 o ha

(参考)区域内における80才以上の農業者の農地面積の合計

1うち後継者不在の農業者の農地面積の合計

6.6 ha

o ha

(備考)

農業委員会の農地台帳の面積 (現況地目)に基づき記載して〈ださい。2:②及び③については、
3:④については、規模
4:⑤については、区域

、o

引 受ける意口のあるすべての農地面積を記載の上、

5:(参考)の区域内における0才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
6:「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載して〈ださい。

(2)地域農業の現状及び課題

・獣 口対策、道路・水路・蓬灘設備の管理や農薬使用の影響など、地域外農家や管理者などが増加し連携が難
しい。

・収入や価格が不安定であり、生活の見通しがたたない。
・販売先が少なく、農作物を希望する価格で売れない。
・基盤整備事業から一定期間経過し、水田の湧水等など耕作条件の悪い地域がある。
・山間地の圃場は作物収量が低〈、農地が狭い地域では作業効率が上がらないなどの課題がある。
・葉たばこ農家が減少傾向であり、葉たばこ等に代わる新たな作物の検討が必要である。

(主な作物 ) 葉たばこ、玉葱、馬鈴薯、キャベツ、レタス、ブロッコリー、生麦、
葺、メロン、スナップエンドウ、水稲、大豆、飼料作物 (畜産 )など

(3) 地域における農業の将来の在り方(作物の生産や栽培方法については、必須記載事項)
・葉たばこ、レタス、玉葱等の露地栽培と毒やメロン等の施設栽培や飼料用作物など、栽培技術と
り、農地の集約化等に配慮しながら収益力の向上を目指す。
・高齢化が進み後継者のいる農家が減少していることから入り作等が期待される。
・農地利用者の確保・育成と農地の団地化や集約化に配慮し、担う者へ農地の再分配を推進する。
・農作業の効率化を図るため施設・設備等の改善、先端技術やスマート農業等の導入を進める。
・地域農業の持続的な発展に向けて、雇用の拡大や必要な営農条件整備を進める。
・地域と担う者が一体となって、農地を有効活用していく体制づくりを進める。

・葉たばこ、レタス、玉葱等の露地栽培と毒やメロン等の施設栽培や飼料用作物など、栽培技術と生産性の向上を図
り、農地の集約化等に配慮しながら収益力の向上を目指す。
・高齢化が進み後継者のいる農家が減少していることから入り作等が期待される。
・農地利用者の確保・育成と農地の団地化や集約化に配慮し、担う者へ農地の再分配を推進する。
・農作業の効率化を図るため施設・設備等の改善、先端技術やスマート農業等の導入を進める。
・地域農業の持続的な発展に向けて、雇用の拡大や必要な営農条件整備を進める。
・地域と担う者が一体となって、農地を有効活用していく体制づくりを進める。



3 農業者及び区域内の関係者が2の目標を達成するためとるべき必要な措置
(1)曲用地の ・ヒの

2 農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標
(1)農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針
農地中間管理機構を活用し、農家の意向をふまえ担い手への農用地の集積・集約化を推進する。
地域、生産団体、関係機関等が協力し、農用地の集積・集約化に配慮しつつ担う者による農地利用を推進する。

(2)担い手(効率的かつ安定的な経営を営む者)に対する農用地の集積に関する目標
現状の集積率 35.6 % 将来の目標とする集積率 82 %

(3)農用地の集団化(集約化)に関する目標
担い手(認定農業者・認定新規就農者等)を中心に、団地化や集約化を推進する。
耕作者や作物ごとに集約しながら効率的な経営を目指す。

(1)農用地の集積、集団化の取組
担い手(認定農業者・認定新規就農者等)を中心に、農地利用最適化推進委員等や農地相談員が連携し、担う者へ
農用地の集積・集約化を推進する。

(2)農地中間管理機構の活用方法
担う者の経営意向を踏まえ、積極的に農地中間管理機構を活用する。
段階的に集積・集約化を推進する。

(3)基盤整備事業への取組
特に担い手のニーズを踏まえ、基盤整備地(優良農地)として効率的な利用に務める。
基盤整備地でも活用できる各種事業について、今後検討する。

(4)多様な経営体の確保・育成の取組
農業従事者数の減少に伴い、地域をはじめ関係機関や各種団体で連携し、地域農業に参画を希望する多様な経営

・育成する必要がある。雇用等を契機に、就農希望者に

(5)

省力

以下任意記載事項(地域の実情に応じて、

・管理等 図

、効率的な営農を検討する。

取組内容を記載してください)
回

獣被害対策のための、侵入防止柵や保護シート等の設置(更新)を地域で検討
薬や肥料の低減など、経費削減や環境に配慮した営農を目指す。
マート農業に関する情報を収集し、導入に向けた検討や実践に取り組む。
産・加工・販売等、農産物の付加価値を高める取り組みや販路拡大を検討する。

を検討する。

(更新)を地域で検討する。

、資源作物等の導入・拡大を検討する。

8 音・しは力ら言画 ・な ・設 の導入を検討する。
9畜産農家と連携した効果的な施肥等や福祉施設等と連携した労働力確保等を検討する。
地域内の農業を担う者等の変更が生じた場合には、地域計画の見直しを農業委員・農地利用最適化推進委員等
の地域の代表者等への確認や書面及びホームページ等による簡易な方法による協議を行う。



4 地域内の農業を担う者一覧(目標地図に位置付ける者)

属性 農業を担う者(氏名・名称)

現状 10年後
(目標年度=令和 15年度)

経営作目等1経二 , 面積 経営作目等
^む▲-- ・
断,▼] ‐バ

面積 上の表示 =;

別紙のとおり

ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha

37.9 ha o ha

集落営農は「集」、基.÷:二二‐0… . -
・
…iir到達」、き業協同組合は「農協」、農業支援サ ビス事業者 (農協を除く)-

「サ」、上 aG‘、一当しない農用地等を継続的ー、利用 ~る者は「利用者」の属性を記載して〈ださい。
2:「経営面積」「作業受託面積」欄には、地域計画の対象地域内における農業を担う者の経営面積、作業受託面積
を記載してください。
3:農業を担う者に位置付ける場合は、できる限りその者から同意を得ていること。
4:作業受託面積には、基幹3作業の実面積を記載してください。なお特定農作業受託面積は、作業受託面積に含めず、
経営面積に含めてください。
5:備考欄には、農業を担う者として位置付けられた者に不測の事態に備えて、代わりに利用する者を記載するよう努め
てください。

5 農業支援サービス事業者一覧(任意記載事項)

番号
I
2
3
4

畢乗体名
(氏名・名称) 作業内容

震刊鴬万寸の派遣、作業受託
静穏薫た冴の派遣、作業受託
曹 r回重万可の派遣、作業受託
青増に謬爾き等の作業受託

対象品目爾蔀
般
藁灰腰だ

6 目標地図(別添のとおり)

7 基盤法第22条の3(地域計画に係る提案の特例)を活用する場合には、以下を記載してください。

農用地所有者等数(人) うち計画同意者数(人・%)
てください

　 　　

に明記してください。

(留意事項)
農業を担う者を位置付ける際、これらの者の氏名が含まれた地域計画についてJ去令に基づく手続として、本人の同意な
く、関係者の意見聴取や、地域計画の案の縦覧、地域計画の公告を行うことができますが、個人情報を保有するに当たっ
ては、利用目的をできる限り特定し、本人から直接書面に記録された個人情報を取得するときは、あらかじめ、本人に対
し、その利用目的を明示してください。
また、市町村の公報への掲載等とは別に、インターネットの利用により関係者以外の不特定多数に対して情報を提供する
場合は、氏名を削除するなど配慮してください。
必要に応じて区域内の農用地の一覧を参考として添付してください。



4 地域内の農業を担う者一覧(目標地図に位置付ける者)

　　 　　　 　 　　 　 　　　　 　
(氏名‐名称)

経営f乍畔 経営面積 作
謡
託 経営作畔 経営面積 作業受託 目標地図上 備考

面積 の表示
1 認 野 采 0.73ha ha 野 米 0.73 ha ha NO917
2 : 辰 野采 0.67 ha ha o.67 ha ha N0303

3 認 野 采 0.47 ha ha 野 ′ 0.47 ha ha N0301
4 言 厚竃 エ芸作物+その他 ○.65 ha ha エ芸作物+その他 ○.65 ha ha N○287

5 認 設野 0.28 ha ha 設野 0.28 ha ha N0302
6 ‐ 辰 ・ 0,38 ha ha ・ 0,38 ha ha N0354

7 認 野 0.30 ha ha 野 ′ 0.30 ha ha NO901
8 ‐ 辰 口 呂 1,38 ha ha 口 , 呂 1,38 ha ha N0309

9 認 野 采 0.54 ha ha 野 ′ 0.54 ha ha NO156
10 : 辰 口 呂 0,61 ha ha 口 , 呂 0,61 ha ha N0307

11 認 野 0.87 ha ha 設野 0.87 ha ha N0308
12 : 辰 . 工芸農 0.20ha ha 工云辰作 0.20 ha ha N0319

5
6
7
8
9
lo
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

31

41

51

61



65 利 その 0.06 ha ha の 0.06 ha ha R4640

66 利用 その 0.16 ha ha その 0.16 ha ha R1849
67 用 その 0.37 ha ha の 0.37 ha ha R1710

68 利用 その 0‐48 ha ha その 0.48 ha ha R1604
69 用 その 1.02 ha ha その 1.02 ha ha R1702
70 利用 その 0.92 ha ha その 0.92 ha ha R5255
71 用 その 0.15 ha ha その 0.15 ha ha R1705
72 利用 その 0.31 ha ha その 0.31 ha ha R6338
73 用 その 0.17 ha ha その 0.17 ha ha R1701

74 利用 その 0.61 ha ha その 0.61 ha ha R1681
75 利用 その 0.15 ha ha その 0.15 ha ha R1709
76 利用 その 0.lo ha ha その 0.lo ha ha R1679
77 利 用 の 0.19 ha ha その 0.19 ha ha R1720

78 利用 その 0.oo ha ha その 0.oo ha ha R4630
79 」用 の 0.lo ha ha その 0‐lo ha ha R1667

80 利用 その 0.23 ha ha その 0.23 ha ha R1666
81 用 の 0.61 ha ha その 0.61 ha ha R1689
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